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大和工業グループとの覚書締結に関するお知らせ 

 

当社は、2024 年 10 月 31 日に発表いたしました当社と大和工業グループ（大和工業株式

会社および大和工業株式会社の連結子会社ヤマトスチール株式会社、以下、総称して「大和

グループ」といいます。）との資本提携および業務提携を加速させるべく、本日開催の取締

役会において、大和グループと資本提携および業務提携に係る覚書（以下「本覚書」といい

ます。）を締結することを決定いたしましたので、お知らせいたします。なお、今後も当社

および大和グループは、資本業務提携契約の締結に向けた協議を継続して行う予定です。 

 

１.覚書の目的 

本覚書は、当社および大和グループ間の資本業務提携契約の締結に向けて、双方の持続

的成長とシナジー実現を目的とし、以下の分野において協力を強化することを明確にする

とともに当社および大和グループ間の資本業務提携（以下「本提携」といいます。）に関

する基本的な理解と合意の枠組みを定めるものであります。 

1. 物流機能の安定化および効率化 

2. 海上輸送の強化 

3. 構内作業および荷役業務の効率的な委託運営 

4. 船員確保および関連業務の安定化 

 

２.覚書の内容 

（１）資本提携および業務提携に係る主な協議事項 

1. 物流安定性と効率性の向上 

貨物輸送、荷役業務、在庫管理の効率化および安定化 

海上輸送体制の拡充および安定性向上 

2. 資本提携の可能性 

大和グループが当社の株式を一定比率保有することによる資本提携の実現可能性

の検討 
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3. シナジー効果の最大化 

提携による成長戦略の実現 

 

（２）基本原則 

 当社および大和グループは、互いの独立性を尊重し、本提携を通じて当社および大和

グループの株主利益その他のステークホルダーの利益の最大化を目的とすることを確

認するとともに、双方の株主および市場関係者の信頼を損なうことがないよう、透明性

をもって行動することを基本原則としております。 

 

（３）進捗管理会議の設置 

 当社および大和グループは、本提携の各事項を協議する進捗管理会議を設置の上、原

則として月１回進捗管理会議を開催し、本提携の実現に向けた具体的な協議を進めてま

いります。 

 

３.今後の予定 

  開示すべき事項が生じた場合は、速やかに開示いたします。 

 

以上 


